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加 ｍ
さまざまな病院図書室

“あすなろ文庫”の誕生とその後のあゆみ

１。当図書室の概略

当院は、昭和３４年１０月に診療科目８科１８４床

で発足し、岐阜県西南部の西濃圏域医療圏の

中核的基幹病院として地域医療に大きな役割

を果たしてきました。この間、高度医療機器

の導入をはじめ、病棟の増改築工事、増床を

繰り返し行い、今日では診療科目２１科、病床

数も８８８床、職員の数は約１，２００名となってい

ます。

旧図書室は蔵書５，０００冊、１２０ｍでしたが、

昭和６２年１２月には院内の学術研究に精を出す

医師の増加とともに５倍以上の広さの新しい

図書室に拡充され、図書館というイメージに

なっています。利用者も医師以外に、コ・メ

ディカルから看護婦、実習生、医師会員も利

用するようになってきました。

２。患者さんへの貸出サービス開始まで

当初は毎年決められた予算の中で本が購入

されておりましたので医学関係書ばかりでし

た。ところが、この新しい図書室は関係者以

外立ち入り禁止の管理棟の奥にあるにもかか

わらず、週に一度くらいの割合で寝巻姿の患

者さんや、その家族の方が入って来られ、

「何か借りれる本はありませんか？」とか、

「こういう病気について詳しく知りたいので

本を見せて下さい」と言われるのです。しか

し係としては「ここは専門書ばかりでお貸し

た か だ た み よ ： 大 垣 市 民 病 院

高田たみ代

できる本はありません」とか、「一般の方に

は貸し出しできないことになっておりますの

で。」とお断りして帰っていただくしかあり

ませんでした。

こうしたやりとりを繰り返していくうちに、

これだけたくさんの入院患者さんがおられる

のだから、せめて本を読める状態の人にだけ

でも、本の貸し出しサービスができないもの

だろうかと考えるようになりました。

昭和６３年に第５回図書館情報サービス大会

が東京で開かれた折、病院図書室関係の発表

の中で、上須賀総合病院の図書係の方の“入

院患者に対する巡回図書サービス という興

味ある発表がされました。このとき、一般に

人員の少ない病院図書室において、医学書の

管理だけでも大変であるのに、患者サービス

のために部屋を空ける時間がとれるものだろ

うかという疑問と、やろうと思えば方法はい

ろいろあるのだという思いがしました。菊池

先生の書かれた「患者と図書館」を参考とし

て、当院でも何らかの形で患者図書貸出サー

ビスを実践していこうという気運が出てきま

した。

院内の図書委員会で提案したところ、各科

の代表１６名からなる図書委員の反応は、『人

員、場所、資金など問題点は多いが良いこと

なので前向きに進めていきましょう。』とい

う結論に達しました。

まず本が無くては何もできないので、職員

に本の寄付を呼びかけることから始めました。
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しばらくすると、寄付する本を一杯詰め込ん

だ袋を手に提げて、職員が図書室を訪れて下

さるようになり、本はどんどん集まってきま

した。時間を見つけては、それらを仕分けす

ると共に、本の内容に片寄りがあると気付き、

万遍なく広く本を集めるために市立図書館に

協力をお願いして、２か月に１度くらいの割

合で出かけて行き、寄付の本の中から欲しい

本を頂いてくることができました。こうして

１年後には約２．０００冊の本を収集することが

できました。

広い中央廊下に設置されだ あすなろ文庫”

３．あすなろ文庫の誕生

このような図書係の活動に対して、職員の

方々ヘアンケート調査をしたところ、９４％の

賛成意見と、サービスを始める上でのたくさ

んの参考意見をいただくことができました。

また、文庫の名前も職員から募集の後、“あ

すなろ文庫”に決定されました。

さて、サービスを開始できる数の本は充分

集まってきたのですが、図書委員会で毎回文

庫について討議されたにもかかわらず、どう

しても最後のところで文庫の開設場所の問題

が出てきました。とりあえず収集した本を閲

覧室の一角に並べ、職員を対象に、選書の目

的も込めて貸出を始めました。

また、まず手始めに平成２年と３年の年末

年始には、小児科の許可を頂き、小児病棟に

入院中の子供やお母さんを対象とした本を選
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んでワゴンに載せて病棟に運び、貸出サービ

スを試験的に行ってみました。その結果、今

までにない珍しいサービスにとても喜んでも

らうことができ、また一冊も紛失することは

ありませんでした。

そして今度はもっと読者を拡げる意味にお

いて、平成４年１１月、２病棟の広い中央廊下

の壁面に沿って９本の書架を並べ、“あすな

ろ文庫”が正式に開設されました。翌朝の新

聞にぱ あすなろ文庫”が取り上げられ。

“心のケアもお任ぜ という見出しには、係

として頑張らねばという思いが増しました。

４。あすなろ文庫の運営

現在貸出が始まって丸６年が経過しました

が、当初心配が多かった紛失については、自

由に持ち出しができる割には非常に少なく、

殆どの方が貸出用紙に記入されて上手に利用

されています。開設後は退院された患者さん

や一般の方からの寄付が増えており、順調な

運営が行われています。

現在あすなろ文庫の管理上で係が最も気を

配っている点は、

清潔な本を提供すること。（毎朝書架を整頓

し書棚全体に除菌用スプレーをかける）気楽

に本が借りられる雰囲気づくりをする。読み

たい本が選びやすいよう、分類、配列を工夫

する。

少しでも沢山の本を利用していただけるよ

う、本の入れ替えを随時行う。（図書室で寄

付された本、約１０，０００冊を保管）

などです。

５．おわりに

専任１人、医局兼務１人の人員の中で、あ

すなろ文庫を運営するのは非常に大変ですが、

毎日たくさんの方に利用していただけるので、

やりがいを感じて頑張っています。

図書の業務も相互貸借が活発になってきま

したし、当院では特に毎年沢山の研究業績が

発表されているため、職員への迅速なる資料

提供サービスも不可欠です。
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一方、文庫があることで患者さんにリラッ

クスしていただけますし、特に外来患者さん

には待ち時間を有効に使え、入院患者さんに

は気分転換や良書との出会いで心のケアとな

る場合もあります。忙しく働く職員にとって

はもちろん、外来及び入院患者さんにとって

もいまではあすなろ文庫はなくてはならない

存在になってきています。
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この「あすなろ文庫だより」は

毎月１日に発行しています。

院内４ヶ所（文庫・図書室・医

局・食堂）に掲示する他、本を

寄贈してくださった方にお渡し

しています。
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